
・３月26日(火)、令和５年度清水町小中学生スポーツ特別賞表彰式を開催し、世界・全国

規模のスポーツ競技大会において、優秀な成績を収めた小中学生７人の皆さまを表彰しま

した。 

　皆さまの素晴らしい功績と日々の絶え間ない努力に心から敬意を表するとともに、清水

町から世界に羽ばたくアスリートの一人として、更なるご活躍を期待しています。 

　  

　 

・３月26日(火)、東静岡ヤクルト販売株式会社様が来庁し、町の社会福祉施設に対して乳

製品を寄贈いただきました。 

　東静岡ヤクルト販売株式会社様からは、毎年、乳製品を寄贈いただいており、各施設の

皆さまに、健康で幸せな気持ちを届けていただいていることに対しまして、心から感謝を

申し上げます。 

 



・３月26日(火)、清水町等下水道使用料等審議会を開催し、委員の皆さまに委嘱状を交付

しました。 

　本審議会は、地方自治法に基づく審議機関として設置するものであり、下水道使用料

等、町からの諮問に対してご審議いただくものであります。 

　委員の皆さまには、将来にわたって、安定的かつ持続可能な下水道事業の経営を推進す

るため、本事業の現状と経営状況を検証していただき、今後の整備や投資計画等を踏まえ

た上で、下水道使用料等についてご審議いただくことをお願いいたしました。 

　  

・３月24日（日）、清水町商工会青年部の企画による「かわせみマルシェ」に参加しま

した。 

　あいにくの曇り空の下ではありましたが、清水町商工会の皆さまのご尽力により38店

舗が出店し、会場の柿田川公園は3,000人以上の来場者でにぎわいました。キッチンカー

や飲食ブース、クラフト雑貨、エステなどだけではなくキッズコーナーもあり、遊びや体

験活動などご家族が楽しめるスペースもありました。 

　コロナ禍以前の日常を取り戻し、盛大にイベント開催ができる喜びを実感することがで

きました。今後も清水町商工会様が益々発展し、町とともに協働のまちづくりに寄与して

いただけることを祈念しております。 

　  



・3月18日(月)、臨時区長会の開会前に、感謝状贈呈式を挙行し、令和5年度をもって区

長を退任される秋元様(戸畑)、杉山様(堂庭)、野田様(伏見)、渡邉様(下徳倉)、菅沼様(湯

川)、阪本様(的場)に感謝状を贈呈しました。 

　退任される区長の皆さまには、地域の課題解決に真摯に取り組んでいただき、地域と行

政との架け橋となり区の運営にご尽力いただきましたことに深く感謝申し上げます。 

　町としましても、「くらしやすさで未来をともにつくるまち・清水町」の実現に向けて

邁進してまいりますので、引き続き、皆さまのご理解、ご協力をお願いします。 

　  

・３月18日(月)、ラブライブ！サンシャイン!!と清水町のコラボ企画「ラブライブ！サン

シャイン!!ラッピングバス運行開始」に先立ち、株式会社東海バス様の大平車庫を訪問し

ました。 

　バス後方のイラストは、柿田川公園入口に私服姿のAquorsメンバーが勢ぞろいし、笑

顔あふれる一枚となっています。ラブライブ！サンシャイン!!をきっかけに、国内外の多

くの観光客の方が柿田川公園や清水町の魅力を知り、ぜひ町を訪れていただきたいと思い

ます。 

　  



・３月14日(木)、令和５年度清水町自衛隊入隊・入校予定者激励会を開催しました。 

　令和６年度から、町出身である山下紗季様と澁木智彦様が自衛隊に入隊され、秋山あみ

様が防衛大学校に、大瀧希星様が陸上自衛隊高等工科学校に入校されます。 

　入隊・入校される皆さまのご健勝とご多幸を祈念するとともに、国民生活の安全を守る

存在としてご活躍されることを大いに期待しています。 

 

・３月13日(水)、清水小学校５年生の児童の皆さんがPETボトルキャップ約23,000個を

町に届けるため来庁しました。 

　清水小学校５年生の皆さんは、授業でSDGsについて学び、地域循環利用の取り組みと

して、学校全体でPETボトルキャップの回収を行いました。 

　PETボトルキャップは、再生材ごみ袋の作成に使用し、地域の環境美化活動等で利用す

る予定です。児童の皆さんの活動に心から感謝を申し上げるとともに、今後も継続的かつ

積極的に環境活動に取り組んでいただけることを期待しています。 

 



・３月13日（水）、男女共同参画推進委員会を開催しました。 

　元日の能登半島地震により、改めて男女ともに地域における生活者の多様な意見を反映

した防災・復興体制の確立は、より一層暮らしやすくなるために大切であると再認識した

ところであります。 

　本委員会では「第３次清水町男女共同参画計画」に基づく重点施策について、各課から

の実績値や達成度を検証していただいておりますが、防災計画の策定から避難所運営に至

るまで、男女共同参画の視点をもとに取り組むことが重要であり、本委員会の重要性を強

く感じたところであります。 

 

・3月11日(月)、公益財団法人国際文化交友会（函南町月光天文台）様から「太陽・月・

星のこよみ」天体カレンダー550個を寄贈いただきました。 

　このカレンダーには、「今月の星空」や「観測ガイド」、「天体と暦ミニコラム」など

天文への理解を深める情報が多く掲載されています。 

　寄贈いただいた天体カレンダーは、令和６年度に入学する小中新１年生に配布させてい

ただき、児童・生徒の情操教育の推進に役立たせていただきます。 

 


